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福祉を架橋する病衣のデザインについての考察





の一つ として、従来の病衣は、急性期医療での使用を前提 としているためである。しか し、今 日では慢
性疾患やがんなど、日常的に疾患と向き合 う長期医療の患者 も増加 し(広井2008)、 求められる病衣の
様態も変わりつつある。
執筆者は2009年 より、名古屋市立大学付属病院の看護部 ・化学療法部 と連携 し学際的研究チームを









者の身体的機能や 自発的社交性を支援 し、福祉の向上に資する高齢者衣服の基礎的研究 として、福祉国
家を標榜するフィンラン ドにおける高齢者センターの取 り組みならびに、居住高齢者 とスタッフの 「衣
服」に対する意識調査を行った。本稿はその調査報告であ り、調査より得られた知見を考察するための
端緒にあたる。
キーワー ド:フ ィンラン ド、高齢者福祉、〈家〉、私服風職業服、超高齢社会のデザイン
1.は じめ に 一デ ザ イ ン は福 祉 を架 橋 しう るか
フ ィ ン ラ ン ド共 和 国(以 下 、 フ ィ ラ ン ドと記 す)は 、 「森
と湖 の 国 」とも よ ばれ る こ とか らも国 土 の 多 く に 自然 を 擁 し
て お り、33.8万 平 方 キ ロ メー トル の 日本 よ りや や 小 さな 国






まい住宅は、全体の79パ ーセン トを占めるなど、独居 もし































































る。 また、 これ らのソーシャルサー ビスは各地方 自治体
(kunta)に よつて供給 されるため、地方分権が高度に発達
していることも特徴である。
フ ィ ン ラ ン ドの社 会 保 障 は 、① 予 防 目的 の 社 会福 祉 保 険政
策 、② 社 会 福 祉 保 険 サ ー ビス、③ 所 得 保 障 の 三 つ の柱 で成 り
立 っ て い る。 また 、社 会福 祉 政 策 に は 、家 族 政 策(注6、 高齢
者 支援 政策(注7、 障 害者 支援(注8が あ る。所 得 保 障 は国(注9、
ソー シ ャル サ ー ビス は 自治 体 と、そ れ ぞ れ が 明確 に 分担 され
て い る とい う点 も特 徴 的 で あ る。特 に 自治 体 は住 民 に対 す る
ソー シ ャル サ ー ビス(注1° に 責任 を 持 ち 、 な か で も、社 会福
祉 、健 康 医療 関連 と文 化 教 育 、人 事 関連 の支 出 は、全 体 の財
政 お よび職 員 数 の約50パ ー セ ン ト(注11を 占め て い る こ とか
ら も、 これ らが特 に重 要 視 され て い る こ とが わ か る。
ソー シ ャル サ ー ビス の 財 源 は主 に税 金 で賄 わ れ て い る。
自治 体 が供 給 責任 を負 うこ とか ら、自治 体 は 自由 に 地方 所 得
税 を決 定 す る こ とが で き 、 こ れ に 国 か らの包 括補 助 金(福
祉 ・保 健 医療 包 括 補 助 金 、教 育 ・文 化 包 括 補 助 金)も 加 え、
社 会 福 祉 事 業 に使 用 で き る。一 方 、普 遍 主 義 型 で あ り、且つ
福 祉 政 策 が広 範 囲 で あ る こ とか ら、税 金 と社 会 保 障 費 でGDP
の44.2パ ー セ ン トを 占め る 「高福 祉 ・高負 担 」 とい っ た特
徴 が 、北 欧 型 福 祉 国 家 の イ メ ー ジ の 一 つ と して広 く知 られ て
い る。 しか し、北 欧 諸 国 で は 、国 民 の 政府 ・行 政 に対 す る信
頼 が高 く、 「高福 祉 ・高負 担 」 は 国 民 の選 択 で あ る と一 般 に
解 釈 され て お り、高福 祉 と され る 北 欧 に お け る ソー シ ャル サ
ー ビス は
、個 人 が 障 害 ・疾 病 に起 因す る不 自由 さに もか か わ
らず 、自立(注12し て 日常 生 活 を送 れ る よ う支 援 す る 「ケ ア 」
とい う考 えの も と、 提 供 され て い る。
Sipila(Sipila,J.etal1995.SosiaalpalvelujenSuomi.,WSOY)
は ソー シ ャル サ ー ビス を次 の よ うに規 定 して い る。
1.個 人 が 必 要 とす るサ ー ビス で ヽそ の利 用 は個 人 の 自 由意
志 に基 づ き、公 権 力 を用 い て強 制 的 に執 行 す る こ とは で
きな い 。
2.純 粋 な 営 利 的 ケ ア サ ー ビス は社 会 サ ー ビス の 範 疇 に ふ
くま れ な い。 ソー シ ャル サ ー ビス は 、そ れ を必 要 とす る
人 が 、 所 得 に 関係 な く受 け る こ とが で き る もの で あ り、
料 金 を支 払 うと して も、全 額 支 払 う必 要 は ない 。
















る公平性を基盤に、生活 ・社会 ・文化 ・教育などが形成され
ている。
2.2フ ィンラン ドの高齢者支援政策
フィンラン ドの高齢者比率(全 国平均)は1994年 に14.1
パーセン トになり、いわゆる高齢社会へ突入した。その後 も
上昇 し2008年 には16.7パ ーセン トとなっている。その後も
さらに増加傾向にあると推計されてお り、2020年 には23パ




フィンラン ドの高齢者に関する福祉政策は 憲ヽ法 と社会福
祉全般を規定する社会福祉法に基づく。福祉政策の基盤整備
には、1982年 に国連世界会議で採択 された 「高齢化に関す
る国際行動計画」(注14、1984年VALTAVA改 革、1993年 の税制






























高 齢 者 ケ ア と福 祉 サ ー ビス にか か わ る ソー シ ャル サ ー ビ
ス の概 要 は 以 下 の とお りで あ る。
(a)ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビス お よ び訪 問介 護 サー ビス
在 宅 の 高齢 者 を対 象 と した ソー シ ャル サ ー ビス 。介護
士 お よ び 看 護 師 と連 携 を と りな が らサ ー ビス が提 供
され る。 費 用 は 、サ ー ビス利 用 料 、利 用 者 の 収 入 な ら
び に 家族 形 態 に応 じて一 部 自己負 担 す る。(2005年 時
点 で65歳 以 上 の6.5パ ー セ ン ト、75歳 以 上 の11.5
パーセン トが利用 している。)
(b)生 活支援サービス











自宅でできる限 り長 く暮 らすことを支援するサービ
ス。
・住宅改修費用の補助
・サー ビスハウス(賃 貸型高齢者住宅)の 提供(利
用者は家賃のほか、食費や各種サービスの費用負担)












・補助器具(車 椅子、杖等)の 貸 し出し(各 自治体
ヘルスケアセンターの責任にて提供)
・長期療養(が んや糖尿病など)で 必要なデ ィスポ
ーザル機器(各 自治体ヘルスケアセンターにて無料
提供)

































を余 儀 な く され る事 態 に 対 し、社 会 保 障 シス テ ムが 高 齢 化 社
会 の イ ンフ ラに 必 要 不 可欠 で あ る こ とを示 す の み な らず 、中
年 期 か ら高 年 期 の 生活 感 覚 を で き る だ け保 持 しつ つ 、一 人 ひ
と り異 な る 人 生 で 培 っ て き た 自主 性 や 自立 性 に依 っ て 立 つ
「自恃 」を活 か し うる、本 来 の公 平性 とは な に か 、あ らた め
て 問 い か け る こ とが必 要 とな ろ う。
これ らの 理 念 を ふ ま え 、1990年 以 降 、 施 設 ケ ア か ら在 宅
ケ ア へ移 行 す る傾 向 に あ り、在 宅 ケ ア を支 援 す る さま ざま な
ソー シ ャル サ ー ビス が 充 実す る こ と とな つ た。これ は、先 述
したVALTAVA改 革 の指 向 を反 映 した結 果 で も あ り、さ らに は
1993年 の税 制 改 革 を受 け 、翌年1994年 に保 健 福祉 省 、 自治
省 、 環境 省 とそ の傘 下 に あ る住 宅 基 金 局(ARA)が 連 盟 で 、
各 自治 体 に従 来 の 医 療 福 祉 シ ス テ ム と住 宅 政 策 の 抜 本 的 改
革 を 求 め た こ とも大 き な影 響 を与 えて い る。実 際 に ヽ国 の 目
標 と して 、75歳 以 上 の 高齢 者 の90パ ー セ ン トが必 要 な サー
ビス を受 け な が ら在 宅 で 生 活 す る こ と、75歳 以 上 の30パ ー
セ ン トの高 齢 者 が定 期 的 にサ ー ビス を利 用 で き る こ と、3～5
パ ー セ ン トがサ ー ビ スハ ウ ス に住 む こ と、 施 設 ケ ア は5～7
パ ー セ ン トに抑 え る こ と な どが 示 され て い る。1995年 、65
歳 以 上 の在 宅 ケ ア サ ー ビス利 用者 の 割 合 は6.5パ ー セ ン ト
だ った の に対 し、10年 後 の調 査 で は7.3パ ー セ ン ト、 同 じ
くサ ー ビス ハ ウス利 用者 も10年 で お よそ1パ ー セ ン トと増
加 傾 向 に あ る。 そ の 一方 で 、施 設 ケ ア(老 人 ホー ム ・長 期 療
養 病床)サ ー ビス利 用 者 の割 合 は 、1995年 か ら2005年 に か
け て 、老 人 ホー ム利 用 者 は0.9パ ー セ ン ト、長 期 療 養 病 床 は
0.4パ ー セ ン トと減 少傾 向 に あ る。(注17そも そ も施 設 ケ ア は、
認 知 症 や 身 体 麻 痺 な ど機 能 障害 が あ り、24時 間 ケ ア を 必 要
とす る要 介 護 者 の 求 め るサ ー ビス の 充 実 に加 え 、 近 年 「24
時 間 ケ ア付 きサ ー ビスハ ウス」も増 えて きて お り、要介 護 高
齢 者 も住 み 慣 れ た 自宅 で 生 活 を 送 る こ とも で き る よ うに な
っ て き て い る(注18。 同 時 に 、施 設 ケ ア も従 前 どお りの在 り
方 で は認 め られ ず 、空 間 構 成 な どハ ー ド面 ・居 住 者 それ ぞれ
の生 活 をつ く りだ す ソ フ ト面 の 両 面 よ り、で き るか ぎ り 「在
宅 ケ ア」に近 い 環 境 を創 出 し、居 住 高齢 者 のQoLの 確 保 に努
力 して い る。
調 査 対 象 と した施 設 ケ ア 「ヘ ル シ ン キ市 立 ロイ フ ヴォ リ高
齢 者 セ ン ター(Roihuvuoren　 vanhustenkeskus)」(以 下 、 ロ
イ フ ヴォ リ高齢 者 セ ンタ ー と記 す)は 、現 在 は 居 住型 施 設 と
な って い るが 、VALTAVA政 策 以 前 は、長 期 医 療 に 即 した い わ
ゆ る病 棟 で あっ た。しか し、現在 は 、さま ざま な 工 夫 に よ り、
居 住 高 齢 者 の 「家 」 と して の 環境 づ く りを行 っ て い る。本 報
告 で は、病 棟 を居 住 スペ ー ス とす るた め改 修 等 ハ ー ド面 で は
な く、 ソ フ ト面 で の さま ざま な 工 夫 につ い て 、2011年3月
と9月 の 二 回 に わ た り調 査 ・聞 き取 りをお こ ない 、居 住 す る
に相 応 しい 環 境 づ く りに な に が必 要 か を 明 らか に し、そ こか
ら あ らた めて 「家 」と はな にか 環ヽ 境 づ く りに資 す る 「衣 服 」
の 役 割 とは な に か を探 る事 を 目的 と した。次 章 で は 、在 宅 ケ
ア を指 向 す る フ ィ ン ラ ン ドの 高 齢 者 福 祉 に お け る施 設 ケ ア
につ い て 、 具 体 的 に言 及 す る。
3.ヘ ル シ ンキ 市 立 ロイ フヴ ォ リ高 齢 者 セ ン ター
3.1沿 革
り、 お よそ4万2千 人 の職 員 を擁 す る社 会 部 が ヽ社 会 保 障 、
地 域 サ ー ビス 、高齢 者 施 設 、予 防 医療 のた め の保 健 セ ン ター
(2010年 よ り)を 統 括 して い る。 現 在 、 ヘ ル シ ン キ市 の 高
齢 者 施 設 は11カ 所(図1)(内 、居 住 型 施 設8カ 所 、高 齢 者 や
生 活保 護者 を対 象 と した コ ミュ ニ テ ィー ・セ ン タ ー3カ 所)
あ り、本 研 究調 査 に て対 象 と した ロイ フ ヴ ォ リ高 齢 者 セ ン タ
ー は
、 居 住 型施 設 に あ た る。
ロイ フ ヴォ リ高齢 者 セ ンタ ー は 、ヘ ル シ ン キ市 中心 部 か ら
北 東 お よそ10kmに 位 置 して い る。 ヘ ル シ ン キ市 郊 外 で あ る
た め高 齢 者 セ ン ター の周 辺 は 、夫 婦 や 低 年 齢 層 の子 ど もが い
る家 族 の た めの 集 合 住 宅 が 見 られ る地域 で あ る。各 階A棟 ・
B棟 に わ かれ た4階 建 て の 高齢 者 セ ン ター は、他 の集 合 住 宅
と 同様 、赤 煉 瓦 の外 壁 に 、ガ ラ ス 張 りのテ ラ ス を有 す る造 り
とな って い る。(写 真1)
図1)ヘ ル シンキ 市 立 高齢 者 施 設 地 図
ヘ ル シ ン キ市 は人 口お よそ56万 人 の 内 、65歳 以上 の 高齢
者 人 口は13.8%で あ る(2006年 統 計 よ り)。他 の 自治 体 同様 、
ヘ ル シ ン キ市 が提 供 す る公 共 保 健 サ ー ビ スや 社 会 福 祉 が あ
写 真1)ヘ ル シンキ 市 立 ロイフヴォリ高 齢 者 センター外 観
1960年 の 設 立 当初 は 、 長 期 医 療 病床 を主 体 と した 、 い わ
ゆ る老 人 ホー ム で あ っ たた め、対 象 とな る高齢 者 を で き るだ
け 多 く且 つ 合 理 的 に収 容 で き る よ う、居 室 レイ ア ウ トも直線
の廊 下 に 一ヽ 室6名 収 容 可 能 な ベ ッ ドを 中心 と した 多床 室 が
並 列 す る 、無 機 質 な 構 造 で あ った とい う。 先 述 のVALTAVA
改革 、税 制 改 革 を経 て 、2000年 か ら2001年 に 改築 、部 屋 の
収 容 者 数 は 、フ ィ ン ラ ン ド人 の 生 活 観 に 見 合 う一 人 部屋(16
平 方 メー トル)も し くは二 人 部 屋(20平 方 メ ー トル)を 採
用 し、ま た 、1グ ル ー プ6名 程 度 を、2か ら3グ ル ー プ と1
ユ ニ ッ トと し、ユ ニ ッ ト毎 に集 え る共 有 ス ペ ー ス を設 け 、共
有 スペ ー ス と廊 下 が 有 機 的 な形 状 で 各 室 を繋 ぐ 現ヽ 行 の構 造
とな っ た(図2)。 い ず れ の 共 有 ス ペ ー ス も暖 炉 が設 け られ 、
基本 的 に居 住 者 同士 が集 った り、一 緒 に 食 事 を 取 っ た り、話
合 い を お こ な っ た り、 寛 い だ りす る。
構 成 区分 は ヽ居 住 高 齢 者 の 症 例 に あ わ せ 、7ユ ニ ッ トに分
け られ て い る。 内 、3ユ ニ ッ トは認 知 症 高 齢 者 、 そ の ほ か 、
精 神 的 障害 を持 つ 高 齢 者 、身 体 麻痺 な ど機 能 障害 を有 す る高
齢 者 が利 用 す る長 期 利 用 者 用(110床)の セ ク シ ョン(2～
4階)と 、高 齢 者 が 自宅 で 生活 で き る よ う リハ ビ リテ ー シ ョ
ンや 評 価 を行 う居 室(地 階部)(図3)や 、在 宅 介 護 す る家 族
に対 す るイ ン フ ォー マ ル ケ ア のサ ポー ト(注19と い っ た、 短
期 利 用 者 用(37床)の セ ク シ ョン(2階)に わ かれ て い る。
そ の ほか 、図 書 館 や カ フ ェ ・レス トラ ン とい っ た地 域 住 民 や
高 齢 者 が 自 由 に利 用 で き る地 域 サ ー ビス を提 供 す る コ ミ ュ
ニ テ ィー ・セ ン ター(1階)が 併設 され て い る。 な か で も、
2011年 に は 、身 体 機 能 障害 を持 つ 短 期 滞 在 者 が 日常 生 活 に
復 帰 す るた め の練 習用 台所 を新 設 し、リハ ビ リテ ー シ ョンや
技 能 チ ェ ッ クを理 学療 法 士や 作 業 療 法 士 、ソー シ ャル ワー カ
ー と と もに評 価 す る こ とに 力 を入 れ てい る。こ うした 取 り組
み は 、高齢 者 の在 宅 ケ ア を推 進 す る国 家施 策 に 沿 うだ け で な
くヽ身体 機 能 が低 下 も しく は障 害 が あ る高齢 者 で も、自主性
を維 持 し、自立 した 生 活 環 境 を創 出 す る一助 とな っ て い る こ
とが わ か る。
図3)ロ イフヴォリ高 齢 者 センター 見 取 図(地 階)
他 のヘ ル シ ン キ市 立 高 齢 者 セ ン ター に 比 べ 、ロ イ フ ヴォ リ
高 齢 者 セ ン ター の規 模 は大 きい もの で は な い 。労働 人員(以
下 、ス タ ッ フ と記 す)の 構 成 は、職 員141名(内 、8割 は介
護 士 の資 格 を有 す る)、看 護 師35名 、医 学療 法 士や 作 業 療 法
士 な ど専 門分 野6名 、上記7ユ ニ ッ トそれ ぞれ に社 会 ア ドバ
イ ザ ー(注2° が一 名 ず つ 配 置 され て い る。 そ の ほか 、 清 掃 や
種 々の 手 助 けす る補 助 員(資 格 無)10名 の 計200名 弱 の ス
タ ッ フが ヽ昼 夜 交 代 制 シ フ トを組 み な が ら、147名 の利 用 者
をサ ポ ー トす る体 勢 とな っ て い る。尚 、医師 は常 駐 して お ら
ず 、そ の 分 、保 険 医療 サー ビス を利 用 して 週4回 在 中す る仕
組 み とな っ て い る。 とは い え 、被 介 護 者1名 に対 す る介護 者
の 負 担 は 大 き く、介 護 者1名 が6名 の 認 知 高 齢 居 住者 を担 当
す る こ とに な る。 さ らに、ヘ ル シ ンキ 市 の 高齢 者 施 設 の いず
れ も、居 住 者 だ けで な く地 域 住 民 も 自 由に利 用 で き る コ ミュ
ニ テ ィ ー ・セ ン ター と65歳 以 上 を 対 象 と した サ ー ビスセ ン
タ ー(注21を 併 設 してお り、 コ ミュ ニテ ィー ・セ ン ター とサ
ー ビスセ ン ター を合 わせ て 外 部 使 用 者 は月 間2
,000名 を超
え(注22、急 激 に増 加 しつつ あ る。そ れ に 対 し、職 員4名 が 対
応 す る な ど、介護 者 数 と被 介 護 者 数 の不 均 衡 は 、福 祉 国家 と
して 認 知 され る フ ィ ン ラ ン ドで も課 題 とな っ て い る。(注23し
か し、高齢 者 セ ン ター 内 に設 け られ た コ ミュ ニテ ィー ・セ ン
ター は、居 住 高齢 者 と地域 住 民 との積 極 的 な交 流 を促 しヽ同
時 に、居 住 高齢 者 の社 交 性 を高 め る上 で 重 要 な 機 能 を果 た し
て い る こ とか ら も、現 状 で は 、積 極 的 に高 齢 者 セ ン ター 内 に
コ ミュニ テ ィー ・セ ン ター の機 能 を付 加 す る方 向 に な りつ つ
あ る。2011年3月 の調 査 時 に は、 ロイ フ ヴォ リ高 齢 者 セ ン
タ ー の 他 、 ヘ ル シ ン キ 市 東 部 地 域 の 市 立 高 齢 者 セ ン タ ー
(Kontulan　 palvelukeskus)を 訪 問 した 際 、カ フ ェ ・レス ト
ラ ン、図 書 館 、美 容 室 、マ ッサ ー ジ 店 、ネ イ ル サ ロ ン、作 品
制 作 が で き る工 房 、高齢 者 向 け衣 料 店 な ど、高 齢 者 セ ン ター
1階 ス ペ ー ス に多様 な 地 域 サ ー ビス が付 帯 され てお り、居 住
高 齢 者 は も ち ろん 、そ の家 族 、地 域 住 民 が 多 く利 用 して い た。
な か で も、近 所 の 子 ど もた ち が 高齢 者 と とも に 図書 館 や 工 房
を利 用 し、コ ミ ュニ テ ィー ・セ ン タ ー と して実 質 的 に機 能 し
て い る様 子 は印 象 的 で あ った 。
3.2理 念
2011年3月 と9月 の 二 回 に わ た りヽ セ ン タ ー長 兼 婦 長 マ
リ ッタ ・ハ ー ヴ ィス ト女 史(Ms.MarittaHaavisto)(以 下 、
ハ ー ヴィ ス ト女 史 と記 す)へ の 聞 き取 り調 査 を行 っ た。ハ ー
ヴィ ス ト女 史 は 心理 学 を学 び 、精神 的 疾 患 の ケ ア を 専 門 と し
て い る。2003年 か ら2006年 に か けて ヽ当 該 セ ン タ ー の職 員
(介護 ス タ ッフ)と して従 事 し、2006年 に 大 学 に て 学 び な
お し臨 床 心 理 療 法 士 の 資 格 を 得 て ヘ ル シ ン キ 市 立 病 院 に勤
務 、2007年 クス タ ンカ ル タ ノ高 齢 者 セ ンタ ー に 勤務 、2010
年 に ロイ フ ヴォ リ高齢 者 セ ン ター に再 勤 務 、セ ンタ ー長 に就
任 す る とい う経 歴 を も っ て い る。セ ン ター 長 に就 任 後 、それ
ま で セ ク シ ョ ン毎 にわ かれ て い た ロイ フ ヴォ リ高 齢 者 セ ン
タ ー 内 を ま とめ る た め 、サ ー ビス 基 準 を立 ち上 げ 、セ ン タ ー
全 体 が 一 つ の ま とま り(ハ ー ヴ ィス ト女 史 の い うと こ ろ の
「コ ミュ ニ テ ィ ー 」)と な る よ う整備 を 行 っ た。 この サ ー ビ
ス 基 準 とは 、 従 来 の 高 齢 者 セ ン タ ー 共 同 体 の 活 動 モ デ ル
(PohjolaLMuurinenSym.(2006))や 、 高 齢者 福 祉 に 関
す る先行 研 究(KurkiL,(2007))を も と に、ハ ー ヴ ィス ト女 史
が 、2010年6.月 に 「社 会 的 つ な が りの た め の 品 質 基 準
(YHTEISOLLISYYDEN LAATUKRITEERIT)」 と題 し提 唱 した もの
で 、 セ ンタ ー 全 体 に公 布 され た。
「人 間 に とっ て 、他 の人 とつ な が りを もつ こ と、及 び コ ミュ
ニ テ ィー に 属 して い る こ との 必 要 は生 き て い る限 りあ る こ
とで あ る。老 人 ホー ム/サ ー ビ ス ホー ム に居 住 す る高齢 者 達
の 間 で の コ ミ ュニ テ ィー は介 護 者 、及 び 居 住 仲 間 に よっ て 形
成 され る。尚 且 つ 、各 居 住 者 は依 然 と して 家 族 の よ うな そ の
他 の独 自の コ ミュ ニ テ ィー の メ ンバ ー で も あ る。職 員 に と っ
て 職 場 の コ ミ ュニ テ ィー で の 人 間 関係 は 、 勤務 上 の持 久 力 、
及 び 自己 業 務 向 上 に 関 わ っ て の重 要 な意 味 が あ る。この よ う
な社 会 的 関係 、つ な が りを 支援 す る こ とに よ り、居 住 者 の福
祉 を、所 属感 を増 し、同時 に職 員 の 福祉 、及 び 勤 務 能 力 を も
高 め る こ と に な るの で あ る。社 会 的つ な が りに含 まれ る事 項
を特 に挙 げて い え ば、共 に 同意 した価 値 観 、基 本 理 念 、違 い
の許 容 、相 互 の 支 え、及 び継 続 的 な 人 間 的成 長 の 可能 性 な ど
で あ る。共 同 体 で の 活 動 モ デ ル に は これ ら要 素 を論 理 的 かつ
計 画 的 に 実 現 目 標 と し て い く も の で あ る 。」(M.
Haavisto(2010)/M.Lakso訳)
そ の上 で 、ロイ フ ヴ ォ リ高 齢 者 セ ン ター で は 、ヘ ル シ ン キ
市 立 ク ス タ ン カ ル タ ノ高 齢 者 セ ン タ ー(Kustaankartanon
palvelukeskus)の 品 質 基 準 を 参 考 に し、 さ らに 、「上 司 、担
当看 護 師 、療 法 士 らの 代 表 者 に よ る改 善 目標 の た め の 午 後 の
集 い(2010年5月26日 実施)、 及 び 各 セ クシ ョンの 介護 士
の 会 議(2010年6月23日 実 施)を 通 し て 」(M.
Haavisto(2010))、 品 質 基 準 をつ く りあげ た 。 品 質 基 準 は 、
「居 住 者 の活 動 」一コ ミュ ニ テ ィー(注24に お け る居 住者 の 関
わ り方 に つ い て な ど11項 目、「コ ミュニ テ ィー の 活 動 理 念 と
プ ロセ ス 」コ ミュニ テ ィー の 活 動 に 居 住者 が どの よ うに 関 わ
つ て い る か な ど9項 目、 「コ ミュニ テ ィー の め ざす 理 念 の 実
現度 」一こ こ3ヶ 月 間 の コ ミュニ テ ィー の 雰 囲 気 、職 場 の 雰
囲気 、人 間 関 係 な ど7項 目、「介護 士 の 活 動 」一こ こ3ヶ 月 の
居 住 者 に 対す る介 護 士 の活 動 な ど12項 目、「コ ミ ュニ テ ィー
の 経 済 と資材 」一こ こ3ヶ 月 の 予 算 執 行 と資 材 活 用 に つ い て
10項 目そ れ ぞ れ を、 回 答 者 をス タ ッ フ と し、 そ れ ぞ れ の 主
観 評価(よ く実現 され て い る:100-75パ ー セ ン ト、平 均 的 に
実 現 され て い る:74-50パ ー セ ン ト、平 均 以 下 で 実 現 され て
い る:49-25パ ー セ ン ト、実 現 され て い な い:25パ ー セ ン ト
以 下(25パ ー セ ン ト以 下 の場 合 、補 足 説 明 欄 に記 入 す る こ
と とな っ て い る)を 企 画 担 当者 に返 却 す る形 式 が と られ て い
る。集 約 した結 果 は分 析 され 、 これ が 、現 在 の 理 念 へ とつ な
が つ て い る。
現 時点 で 、ロイ フ ヴォ リ高 齢 者 セ ン ター で は 、以 下 の4つ
の理 念 を上 げ て い る。
・ み ん な で 一 緒 に 協 力 す る
・ 日常 を行 動 的 に
・ ア ッ トホ ー ム に
・ で き るか ぎ り自分 の こ と をす る、 自立す る
これ らは 、ス タ ッフの み な らず 居 住者 に も求 め られ て お り、
ス タ ッフ お よび居 住 者 が相 互 に協 力 し、能 動 的 に 参加 す る こ
とで 、共 同生 活 の場 で 〈自分 の家 〉 をつ く るた め の 重 要 な 指
針 とな っ て い る。具体 的 に は、食 事 は で き るか ぎ り共 有 ス ペ
ー ス に て み ん な で 一緒 に とる こ とや
、居 住 者 そ れ ぞ れ の 強 み
を前 面 に 出せ る よ う、そ れ ぞ れ に あ った 役 割 をス タ ッフ が 与
え る こ とで 自立性 を 尊 重す る こ とが あ げ られ る。ま た 、 日常
を行 動 的 に す るた め に 、自由 に参 加 で き る グル ー プ 行 事(パ
ン を焼 く、 映 画 を 見 に い く、 手芸 をす る 、歌 を唄 う等(注25)
と、全 員 で 参加 す る 「沈 黙 の 日」(毎 週 木 曜 日)と 「ダ ン ス」
(毎週 金 曜 日)を 設 け 、自主 的 に参 加 す る こ と と行 動 的 に 日
常 を過 ごす 工 夫 が な され て い る。一 方 で 、行 事 を特 別 に 設 け
るだ けで な く、 日常 的 に ス タ ッフ は 必 要 以 上 に介 護 をせ ず 、
居 住 者 の 自助 努 力 を手 助 け す る程 度 の 介護 を意 識 的 に務 め
て い る とい う。 これ に よ り、居 住 者 は必 然 的 に 目常 を行 動 的
にせ ざ る を得 な い。 こ うした介 護 の在 り方 は 、 「患 者 で は な
く 自分 自身 を保 つ こ とで 、病 院や 施 設 で は な く<自 分 の家 〉
で 生 活 す る こ とへ の意 識 を 高 め る こ とに な る」とセ ン ター 長
で 婦 長 の マ リッ タ ・ハ ー ヴ ィス ト女 史 は指 摘 してい る。
さ ら に、セ クシ ョン毎 に共 通 で参 加 す る行 事 を設 け、そ の
際 、セ ン ター の職 員 全 員 と居 住 者 が 協 力 しな けれ ば 行 事 が 成
り立 た な い 仕組 み(「 ロイ フ郵 便(Roihuposti)」(写 真2)の
発 行(注26や 、 〈ヴ ィ ッ トリー ニ(vitriini)〉 と よば れ る各
セ ク シ ョン に あ る展 示 棚 を利 用 した ク リス マ ス ・デ ィス プ レ
イ の コ ンテ ス トの 開催(写 真3)な ど)を つ く る こ とで 、全 体
意 識 の 向上 を はか った 。これ らの仕 組 み は2年 毎 にス タ ッ フ
全 員 で 運 用 を評 価 す る こ とで 、現 在 ま で改 定 し続 け られ て い
3.3〈 自分 の 家 〉 を確 立 す るた め に
ハ ー ヴ ィス ト女 史 の提 唱す る 「社 会 的 つ なが りの た めの 品
質 基 準(YHTEISOLLISYYDENLAATUKRITEERIT)」 の とお り、高
齢 者 セ ン タ ー は 単 な る ソー シ ャル サ ー ビス を提 供 す る機 関
だ けで な く、他 者 とつ な が り持 つ コ ミュ ニテ ィー と して 機 能
し、社 会 に 開 かれ て い な けれ ば な らない 。そ の た め に は 、コ
ミュ ニ テ ィー を形 成 す る 人 間 関係 が 重 視 され る の は い うま
で もな い 。あ くま で も、居 住 者 の ひ と りひ と りの人 生 が尊 重
され て い る こ とは もち ろん の こ と、他 者 の人 生 と協 力 し、行
動 的 に積 極 的 に 参加 す る こ とに よ り、よ り社 会 に 開か れ る契
機 とな ろ う。 そ の 結 果 、 「社 会 的つ な が り」 が担 保 され る こ
と にな る。そ の一 方 で 、〈自分 の 家〉 とは 、理 念 に もあ る 「ア
ッ トホ ー ム 」 と同 義 で あ るが 、 そ の 意 味 す る と ころ は広 く、
抽 象 的 で す ら あ る。 やや と もす れ ば 、 い わ ゆ る 「内 に籠 る」
とい った 、社 会 的つ な が り とは逆 の 閉鎖 的 な感 も な く は ない 。
しか し、いず れ の 聞 き取 り調 査 に お い て も 、ハ ー ヴ ィ ス ト女
史 の ほか 、介 護 士や 看 護 師 、療 法 士 とい っ た複 数 の ス タ ッフ
か ら も 〈自分 の家 〉 とい う表 現 が しば しば な され て い た。そ
のた め、二 回 目の 聞 き 取 り調 査 で は 、フ ィ ン ラ ン ド人 に とっ
て の 〈自分 の 家 〉 とは な に か 、 〈自分 の家 〉 を感 じる上 で な
にが 必 要 か につ い て ヒア リン グ を行 っ た。
ソー シ ャル プ ロ グ ラマ ー の 女 性 と上 司 職 員 の 女性2名 に ヽ
〈家 〉 と は な にか につ い て 聞 い た と こ ろ、 「自分 の領 域 」 と
の 回答 を得 た 。そ れ は 、安 心 で き る 自分 だ け の 〈場 〉 で あ る






ば、「安心感」や 「自分 らしさ」を感 じられると同時に、「他



























を軸 としたコミュニティーを形成 し 社ヽ会的つながりを福祉












に、社交性をもって地域社会 と関わるための 「大きな 〈家〉」









































































2009年 から2010年 にかけて、フィンラン ド高齢者施設全体









4.2私 服 の 効 用 一ス タ ッ フ を対 象 と した ア ンケ ー ト調査
2011年9月 に実 施 した 二 回 目の 聞 き 取 り調 査 の 際 に は 、
ス タ ッフ を対 象 に 「ロイ フ ヴォ リ高齢 者 セ ン ター の居 住 者 な
らび に ス タ ッフ の私 服 の効 用 につ い て 」の ア ン ケー ト調 査 を
行 っ た。
ア ン ケ ー トの項 目は 、付 録 の とお りで あ る。
回答 者 数 は7名 で 、4名 の 介護 士(20代 女 性1名 、50代
女性2名 、60代 女性1名)、1名 の ソー シ ャル プ ログ ラマ ー
(30代 男性)、1名 の理 学 療 法 士(30代 女 性)、1名 の看 護
師(50代 女 性)、 そ して1名 の 学習 契 約 学 生 職 員(大 学 在 学
中 に イ ン タ ー ン シ ップ の か た ち で入 る学 生 職 員 の こ と)(20
代 女性)と な っ て い る。
職 場 服 と して 私 服 と制 服 の どち らが 良 い か との 問 い に対
し、全 員 が 「私 服 」 と回答 して お り、そ の理 由 は 、 「(着用 時
の)心 地 よ さ」 と 「(居住 者 に対 して)ア ッ トホ ー ム な 雰 囲
気 を創 出 で き る」 な どが 挙 げ られ た。 特 に後 者 に 関 して は、
「高 齢 者 ホ ー ム は お年 寄 りに とっ て の 〈家 〉で あ り、病 院 で
は な い 。私 服 を着 用 す る こ とに よ っ て、ス タ ッ フは居 住 者 か
ら も よ り身 近 で 近 づ きや す い 、また 同等 の 存 在 とな る こ とが
で き る」な ど、無 意 識 的 な上 下 関係 を生 み 出す 制 服 とは 異 な
る私服 の効 用 につ い て の言 及 がみ られ た。
ま た 、 自 ら職 場 服 を選 ぶ 際 に気 をつ け て い る点 につ い て 、
9項 目か ら複 数 選 択 して も らい 、さ らに 自 由筆 記 に て 回 答 し
て も らっ た と こ ろ、機 能性(動 きや す さ)、 心 象 性(居 住 者
の 印 象 に残 りや す い こ と)、 自分 ら しさ(自 分 ら しい お しゃ
れ)を 複 数 選 択 す る ケー ス が多 く見 られ た 。機 能 性 で は 、居
住 者 の靴 をは くの を手伝 う際 の 前 屈や 、居 住 者 を抱 え上 げ る
際 の 中腰 動 作 や 、移 動 の サ ポー トな どに適 した動 きや す い 介
護 動 作 の妨 げ に成 らな い こ とが 大 切 で あ り、動 作 性 の高 い 伸
縮 素 材 や 、膝 や 肘 な ど負 担 の か か る部 位 が丈 夫 な も の な どが
好 ま しい との意 見 もみ られ た(写 真8)。
心象 性 で は 、色 へ の 言及 が 多 く見 られ た。具 体 的 に は 「い
き い き とは っ き り した,色 鮮 や か な 」(介 護 士:20代 女 性)、
「明 る く元 気 で 、また はニ ュー トラル な 色。黒 や グ レー で は
悪 い 印象 を受 け る」(ソー シ ャル プ ロ グ ラマ ー:30代 男 性)ヽ
「色 鮮 や か さ」(介 護 士:50代 女 性 ・60代 女 性)な どヽ視 認
性 と誘 目性 の あ る 高彩 度 の衣 服 は、居住 高齢 者 に とっ て 印象
が よい との こ とで あ る。 ま た 、 「男性 ら しい衣 服 を着 用 して
い る と、良 く褒 め られ る」(ソ ー シ ャル プ ロ グ ラマ ー:30代
男性)と あ る よ うに 、居 住 高 齢者 が 異性 を 意識 す る こ とは 心
理 的 な活 性 を も た ら し、 「社 会 的 つ な が り」 の 上 で も重 要 な
視 点 で あ る とい え よ う。 一 方 で 、 「看護 師 を 見 つ けや す い 」
(看護 師:50代 女 性)な ど、 居 住者 が ス タ ッフ を 必 要 とす
る場合 ヽ困惑 しな い配 慮 も必 要 との 意 見 も あ り、これ は私 服
よ りも制 服 の ほ うが適 して い る とも捉 え る こ とが で き る。ま
た 、 「マ リメ ッコ(marimekko)(注29の 横 縞Tシ ャ ツ を着 用 し
て い る と、居 住 高齢 者 か ら印象 が 良 い)(ソ ー シ ャル プ ロ グ
ラマ ー:30代 男 性)と い った 、 居 住 高齢 者 が 社 会 的 に 活躍
した 時 代 の社 会 ・文 化 的 コ ンテ ク ス トの 引用 もま た 、記 憶 な
ど認 知 能 力 の 活 性 化 につ な が っ て い る と捉 え る こ とが で き
よ う(写 真9)。
ロイ フ ヴォ リ高 齢 者 セ ン ター の ス タ ッフ は 、 年 間約120
ユ ー ロの 職 場 服調 達 費 用 が 支給 され て お り、年 間 で シ ャツ な










図4)ア ンケ ー ト調 査 より(一 週 間 の ワー ドロー ブにつ いて)
この よ うに、居 住 高齢 者 の 印象 に残 りや す い よ う、特 に 顔
に近 い 上 半 身 の 衣服 を工 夫す る こ とで 、コ ミュニ ケ ー シ ョン
を と りな が ら衣 服 の 話(「 新 しい シ ャ ツね!」 とい っ た 声 を
か け合 うな ど)か らヽ趣 味 、流 行 な ど話 題 が 豊 富 に な っ た と
の 回 答(介 護 士:20代 女 性)や 「居 住 者 か ら(衣 服 の)色
や デ ザ イ ンに つ い て 肯 定 的 な コメ ン トを も ら う」(理 学 療 法
士:30代 女 性)と い っ た もの もみ られ た。
これ らの ア ンケ ー ト調 査 を とお して 、高 齢 者 セ ンタ ー 内 の
ス タ ッフ と居 住 者 の人 的つ な が りや 関 わ りを とお して 、〈家 〉
と して の居 心地 の 良 さや 安 心 感 を創 出す る上 で 、個 々 の居 室
の イ ンテ リア と同様 に 、衣 服 もま た コ ミュ ニ テ ィー を形 成 す
る装 置 と して機 能 して い る こ とが わ か る。 そ の 際 、 ス タ ッ
フ ・居 住 者 双 方 と も に 「他 者 へ の敬 意 を払 う」 こ とが 重 要 で
あ り、そ れ は、た とえ 自分 の好 み や 趣 味 で ない と して も、他
者 の好 み で あ り趣 味 と して 認 め る こ とで 、相 手 の 自主性 や 自
立性 を尊 重 して い くこ とにつ なが る。この こ とか ら、職 場 服
に私 服 を着 用 す る 際 、個 々 の 自主 性 と 自立 性 を担 保 しつ つ 、
他 者 の 自主 性 と 自立 性 を尊 重 す る、二 重 の 自主性 を確 立す る
こ とが求 め られ てお り、多様 性 を 本 質 とす る イ ン テ リアや 衣
服 デ ザイ ン は 、装 置 と して相 応 しい。 自主 ・自立 に依 る衣 服
を とお した コ ミュ ニ ケ ー シ ョン か ら コ ミュ ニ テ ィー を形 成
5.お わ りに 一高 齢 者 衣 服 の 可 能 性 に む け て
本 研 究調 査 を とお して 、 福 祉 国家 フ ィ ン ラ ン ドに お け る
〈家 〉を手 が か りに 、高齢 者 施 設 の コ ミュ ニテ ィー 形 成 す る
上 で 重 要 な 装 置 とな っ て い る衣 服 の意 義 に つ い て考 察 を試
み て きた。
幼 少 時 よ り自主 性 や 自立性 を重 ん じる フ ィ ン ラ ン ド人 に
とっ て 〈家 〉は 、 自己 と社 会 の接 点 で あ り、地 域 社 会 にお け
る所 属観 を象 徴 す る もの で あ る。そ れ は広 義 の コ ミ ュニ テ ィ
ー と して 作用 す る
。 そ の一 方 で 、 〈家 〉 は よ り個 人 的 な もの
で あ り、 「自分 の領 域 」 と して 必 要 不 可 欠 な もの と して認 識
され て い る。 そ の た め 、 〈家 〉 の 設 え を とお して 自分 ら し さ
を確 立す る場 と もな り、カ ー テ ンや カ ー ペ ッ ト、家 具 な ど設
え は居 心地 の 良 さや 安 心 感 を獲 得 す る と とも に、自分 ら し さ
を 可視 化 す る重 要 な ソフ トと して 機 能 して い る。以 上 か ら も、
フ ィ ンラ ン ドにお け る 〈家 〉 とは 、地 域 社 会 にお け る 「大 き
な 〈家 〉」 の なか に、 さ ら に個 々 の 自主性 と 自立性 を 担保 す
る 「小 さな 〈家 〉」 を持 つ 、 入 れ 子構 造 の 特 徴 を持 っ て い る
こ とが わ か っ た。 これ は 、な に も 〈家〉 だ け で は な い。 人 間

































側 もそれ らの重要性を自覚的に推進 している姿勢を強く感
じることができた。
一般的に、高齢者衣服を考える上で、高齢者特有の身体機
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、100年 あま りのロシア(当 時ソ連)に よる支配か
　　　ら独 立 した歴 史的背 景や 、人 口約5.5パ ーセ ン トを占め る
　　 ス ウェーデン語 系フィンラン ド人 の独 自の生活 ・文化 を憲
　　 法で保 障 しているこ とか らも、多言語 ・多文化 を前提 とし
　　 ている。
(注6産 休 .育児休 暇の所得保障 、出産.育 児支援社会保障のほ
　　 か、保 育、教 育支援 を含 む。
(注7所 得保 障
、ソーシ ャルサー ビス と保 健ケアの 「シーム レス
　　 ケア」 となっている。
(注8ソ ーシャル サー ビス と保健 ケア
(注9国 民年金
、家族年金 、医療費、障害給付等 を社会保険庁
　　　 (KELA)が 、労働年金 は民間の年金財団 と国庫が取 り扱っ
　　 ている。 国民年金 は就労未経験者 も受給可能な基礎 年金 で
　　 あ り、月額お よそ560ユ ー ロが支払われ る。労働 年金は就
　　 労経験者 が受給資格 を充足 した場合給与所得の60～80%の
　　 受給 が可能 であ り、月額お よそ1,000ユ ー ロが支払われ る。
　　 さらに、65歳 以上 の高齢者 の場合 は、月額お よそ50ユ ー ロ
　　 の住宅手 当を受給で きる。
(注10基 本 的に
、教 育、文化 、社会福祉 、保健 、環境、土地利
　　 用 、都市計画、エネル ギー供給、地域開発、消防、防災な
　　 ど
(注112005年 ヘ ル シ ン キ市 の 支 出 は 前 者 が46
.8%、 後 者 が4.3　 、
　 　 同年 ヘ ル シ ン キ市 の 職 員 数 は 前 者 関 連 部 局 が51.4%(19,468
　 　 人)、 後 者 が23.7%(8,976人)と な つ て い る。 萩 原 ほ か編
　 　 　 『世 界 の 社 会 福 祉 年 鑑2007年 版 』 旬 報社/2007よ り
(注12「 決 して 社 会 や 他 人 に 頼 らず 生 き る とい う こ とで は な く
、
　 　 自 己決 定 権 を もつ て 生 き る こ と」 と考 え られ て い る。
(注13Facts　
about　 SociaI　 Welfare　 and　Health　 Care　 in　Fin1and
　 　 2007,　 http://www.stat.fl/よ り
(注14オ ー ス トラ リア .ウ ィー ンで 開催 され た 国連 世 界 会 議 「高
　 　 齢 化 に 関 す る世 界 会議 」(参加 国124力 国)で 採 択 され た118
　 　 項 目の 指 摘 と62の 勧 告 か らな る 「高齢 化 に 関す る 国際 行 動
　 　 計 画 」 の こ と。 そ の後1991年 に は 、 高齢 者 の 自立 、 参 加 、
　 　 ケ ア 、 自己 実 現 、 尊厳 の 実 現 の5原 則 「高 齢 者 のた めの 国
　 　 連 原則 」 に ま とめ られ た。
(注15民 間 事 業 者 の 活 動 を支 え る重 要 な組 織 と して
、 ス ロ ッ ト
　 　 マ シ ン協会(RAY)が あ る。　RAYは1938年 に統 括 され た 国 の
　 　 管 轄 下 に あ る カ ジ ノ ゲ ー ム を運 営 す る組 織 で あ り、 独 占的
　 　 に 事 業 を行 う こ とが認 め られ て い る。 そ の利 益 は、 す べ て
　 　 医 療 と福 祉 に か か わ る非 営 利 民 間事 業 に分 配 す る こ とが 前
　 　 提 に され て い る。2007年 に は約6.1億 ユ ー ロ を約1,600の
　 　 団 体 お よ び組 織 、3,700も の プ ロ ジ ェ ク トに援 助 され て い る。
　 　 た だ し、徐 々 に援 助 プ ロ ジ ェ ク ト数 も減 りつ つ あ る との こ
　 　 とで あ る。
(注16Ministr
y of　Social　 Affairs　 and　Health,　 Socia1　 Welfare




(注18認 知症 高齢者 の居住場所 につ いて
、1999年 と2005年 で
　　 は、老人 ホー ムと24時 間ケ ア付 きサー ビスハ ウスがお よそ
　　 9%も 増 えてい る。逆 に長期療養病床利用者は一4.5%、同様に
　　 医療施設や短期入所利用者 も減少 してい る。一方で、サー
　　 ビスハ ウス利用者 は一4%と なってい るのは、他の居住者 と
　　 の関わ りや付 き合いな どの困難 さも影響 してい るとも考え
　　 られ る。いずれ にせ よ、高齢者の認知症 を 「病気」 とす る
　　 よ りも 「障害」 と して捉 え、障害 を支援す るソーシャルサ




,2週 間滞在 できるサー ビスやヽ在宅介護
　　 を受 ける認知症高齢者 を週3日 程度、 日中利 用でき るサー
　　 ビス。
(注20資 格有
。利用者 が種 々の援助金 を受 ける事務手続 き等 を
　　 取 り扱 う。2010年 よ り保健セ ンター よ り配置 され る福祉 員
　　 が担 当す る。
(注21ス ポーツジム、食事サー ビスのほか、趣味 のグループ、
　　 アル コール依存症 グループな ど、 さま ざまなグル ーププ ロ
　　 グラムが ある。
(注22外 部利用者及び グルー ププログラム利用者延べ人数
(注23フ ィンラン ドの急速 な高齢化 は
、現在、移民の介護者 に
　　 依存す る状態 となっている。現状 のままだ と2030年 には、
　　 フィンラン ド社会全体の就労者 全員 が介護者 とな らざるを
　　 得ない試 算がでてい ることか らも、2010年 よ り20万 ユ ーロ
　　 の援助金に より、介護 ロボ ッ トやプ ロダク トの開発 といつ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ
　　 たIT技 術を使 用 した実験が開始 されている。
(注24こ の場合
、各セ クシ ョンでのス タッフ及び居住者に よる
　　 コミュニテ ィーを指す。
(注25こ れ らの グループ行事は、,月一度の居住者に よるコミュ
　　 ニティー ・ミーティングで居住者 自らが提案す るこ ともで
　　 き る。
(注262010年12月 より発行
。ロイ フ ヴォ リ高齢者セ ンター 内の
　　 情報や 、それ ぞれ のセ クシ ョンの紹介、 亡 くなった居住者
　　 の記念 、正規社員 の紹介や 、多文化主義 のフィンラン ドで
　　 は職員 が多様 な文化 圏に属 しているため、 さまざまな文化
　　 の紹介 を行 うな どを、 ミニ新 聞形式で発行 してい る。
(注27ハ ー ヴィス ト女史に よれば
、2004年 の施設共 同研究の 口
　　 頭発表 にて、袖 が短 めで あることや選択等メ ンテナ ンスが
　　 簡易 であるもの、私服着用時で も手袋 を併用す ることで衛
　　 生面 の問題 を回避す ることで きるとい う見解があ るとの こ
　　 とで ある。
(注28介 護 士
、介護 業務 に参加す る介護 アシスタン ト担 当者、
　　 理学療法士 、行事指導者等の職員 を対象 とす る。
(注291951年 創業 した フィンラン ドのテ キス タイルデザイ ン会
　　 社。色鮮やかで大胆なプ リン ト生地 を使用 したイ ンテ リア
　　 や衣服、 シャツな ど人気があ る。高齢者施設の居住高齢者
　　 が20代 ～30代 の頃、マ リメ ッコのプ リン ト生地を使用 し
　　 た ワンピースが流行 っていた ことや、現在 で もインテ リア
　　 で使用 されてい ることか らも、 フィンラ ン ド人に とっては
　　 馴染み深いブ ラン ドであ る。
(注30　 しか し
、横縞 でも低彩度.低 明度 の色彩 を使用 した は、
　　 「囚人の よ うな感 じがす る」(ソーシャルプ ログラマー:30
　　 代男性)た め、悪印象にな るとの回答 もあった。
